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１．研究主題設定の理由 

 これまでの学習指導要領の成果と課題を中央教育審議会答申では次のように明らかにしている。 

 技術分野においては、社会、環境及び経済といった複数の側面から技術を評価し具体的な活用

方法を考え出す力や、目的や条件に応じて設計したり、効率的な情報処理の手順を工夫したりす

る力の育成について課題があるとの指摘がある。また、社会の変化等に主体的に対応し、より良

い生活や持続可能な社会を構築していくため、技術の発達を主体的に支え、技術革新を牽引する

ことができるよう技術を評価、選択、管理・運用、改良、応用することが求められる。 

 家庭分野においては、普段の生活や社会に出て役立つ、将来生きていく上で重要であるなど、

児童生徒の学習への関心や有用感が高いなどの成果が見られる。一方、家庭生活や社会環境の変

化によって家庭や地域の教育機能の低下等も指摘される中、家族の一員として協力することへの

関心が低いこと、家族や地域の人々と関わること、家庭での実践や社会に参画することが十分で

はないことなどに課題が見られる。また、家族・家庭生活の多様化や消費生活の変化等に加えて、

グローバル化や少子高齢社会の進展、持続可能な社会の構築等、今後の社会の急激な変化に主体

的に対応することが求められる。 

 現在の子供たちやこれから誕生する子供たちが、成人して社会で活躍する頃には、我が国は厳

しい挑戦の時代を迎えていると予想される。生産年齢人口の減少、グローバル化の進展や絶え間

ない技術革新等により、社会構造や雇用環境は大きく、また急速に変化しており、予測が困難な

時代となっている。また、急激な少子高齢化が進む中で成熟社会を迎えた我が国にあっては、一

人一人が持続可能な社会の担い手として、その多様性を原動力とし、質的な豊かさを伴った個人

と社会の成長につながる新たな価値を生み出していくことが期待される。 

 今日の学校教育では、時代が大きく変わる中、子供たちがこれから生きていく時代に向けて、

そこで求められる資質・能力を明確にすることが重要となる。資質・能力は新学習指導要領では

「何を理解しているか、何ができるか」「理解していること・できることをどう使うか」「どの

ように社会・世界とかかわり、よりよい人生を送るか」という三つの柱に沿って、育てるべき資

質・能力を整理し、教育課程の枠組みを考える必要があるとされている。また、学校教育におけ

る質の高い学びを実現し、学習内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動

的に学び続けるようにするために、「主体的・対話的で深い学び」を求めている。この視点は、

学びの過程としては一体として実現されるものであり、活動はあるが学びが欠けるような表面的

な学びに陥らないように「深い学び」の視点は重要とされている。この深い学びに大きく関わる

のは各教科等の特質に応じた「見方・考え方」である。昨年度までの研究では、「見方・考え方」

を働かせた学びや資質・能力を見取るための評価の工夫、教科等横断的な教育課程について研究

を進めてきた。これまでの研究を生かしながら、本年度は「自ら追究し、未来を切り拓く生徒の

育成」を研究主題とし、「主体的な学び」を実現するための手立てと、「主体的に学習に取り組

む態度」の見取りについて、検討していきたい。 


